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箋福島県食品生活衛生課からのお知らせ

・冬における室内の空気環境について

・ ノロウイルス食中毒の予防を徹底しましょう

・「ふくしまHACCP(ハサップ)」 のご紹介
雲令和 7年度クリーニング師研修・業務従事者講習を

実施

筆Sマーク街頭啓発活動を実施
箋日本政策金融公庫よりお知らせ

～磐梯山 (猪苗代町)～

共に創る福島の未来

福島県知事 内堀 雅雄

年頭のご挨拶

(公財)福島県生活衛生営業指導センター

理事長 菅野  豊

謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

生
活
衛
生
関
係
営
業
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
経
営
の
健
令
化
や
衛
生
水
準
の
維
持
向
上
は
も

と
よ
り
、
県
民
に
安
心
で
快
適
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
改
め
て
敬
意
を

表
し
ま
す
じ

震
災
と
原
発
事
故
か
ら
間
も
な
く
１５
年
の
節
目
を

迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
県
民
の
皆

様
の
懸
命
な
御
努
力
と
国
内
外
か
ら
の
温
か
い
御
支

援
に
よ
り
、
福
島
県
は
着
実
に
復
興
へ
の
歩
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
こ

昨
年
は
、
全
国
新
酒
鑑
評
会
に
お
い
て
、
３
年
振

り
に
金
賞
受
賞
数
日
本

一
に
返
り
咲
い
た
ほ
か
、
東

京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ツ
ク
で
は
、
本
県
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ツ
ジ
に
お
い
て
サ
ッ

カ
ー
競
技
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
明
る
い
話
題
が
続

き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
阪

・
関
西
万
陣
な
ど
を
契
機
と
し
て
、

本
県
の
復
興
状
況
や
様
々
な
魅
力
を
国
内
外
に
広
く

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
モ

こ
の
よ
う
な
中
、
避
難
地
域
で
は
、
特
定
帰
還
居

住
区
域
に
お
い
て
、
除
染
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
震
災
後
、
５５
の
国

・
地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
県

産
農
林
水
産
物
の
輸
入
規
制
が
５
つ
の
国

・
地
域
に

ま
で
減
少
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
挑
戦

の
成
果
が
目
に
見
え
る
形
と
な

っ
て
現
れ
て
き
て
お

り
ま
す
。

一
方
で
、
原
子
力
災
害
に
伴
う
様
々
な
課
題
に
加

え
、
急
激
に
進
む
人
Ｈ
減
少
な
ど
、
い
ま
だ
複
雑
で

困
難
な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

本
県
の
復
興

・
再
生
と

「福
島
な
ら
で
は
」
の
地
方

創
生
の
実
現
に
向
け
、
全
力
で
挑
戦
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
ず
、
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
の
復
興

・
再
生
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
第
３
期
復
興

・

創
生
期
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
避
難

者
の
帰
還
や
生
活
環
境
の
整
備
、
産
業

・
生
業
の
再

生
、
風
評
の
払
拭
と
風
化
の
防
止
な
ど
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
復
興
の
進
捗
に
伴

っ
て
生
じ
る
新
た
な

課
題
や
ニ
ー
ズ
に
も
き
め
細
か
く
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
地
方
創
生
、
す
な
わ
ち
人
口
減
少
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
、
「
ふ
く
し
ま
共
創
チ
ー
ム
」

を
設
立
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
オ
ー
ル
ふ
く
し
ま
で

共
に
考
え
、
共
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可

能
で
豊
か
な
ふ
く
し
ま
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
、
福
島
県
が
誕
生
し
て
１
５
０
年
と
い
う

本
県
に
と

っ
て
非
常
に
重
要
な
年
で
す
．

こ
の
節
日
の
年
に
開
催
す
る
、
「
ふ
く
し
ま
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や

「大
ゴ
ッ
ホ

展
」
を
通
じ
て
、
国
内
外
の
多
く
の
方
々
に
復
興
が

進
む

「福
島
の
今
」
と
本
県
の
魅
力
を

「見
て
」
「触

れ
て
」
「感
じ
て
」
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
県
民
の
皆
様
と
共
に
、
挑
戦
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、　
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
公
益
財
団
法
人
福
島
県
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー
及
び
生
活
衛
生
関
係
営
業
者
の
皆
様

の
益
々
の
御
活
躍
と
御
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
ｃ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
当
指
導
セ
ン
タ
ー

の
事
業
運
営
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
食
料
品
を
始
め
と
し
た
仕
入
れ
価

格
の
高
騰
の
ほ
か
、
主
食
で
あ
る
コ
メ
の
急
激

な
値
上
が
り
も
加
わ

っ
た
こ
と
か
ら
、
飲
食
店

を
始
め
宿
泊
業
な
ど
極
め
て
多
く
の
事
業
者
に

大
き
な
影
響
が
生
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
春
先
か

ら
突
如
沸
き
上
が

っ
た
ト
ラ
ン
プ
関
税
に
よ

っ

て
世
界
経
済
が
振
り
回
さ
れ
続
け
、
貿
易
を
中

心
と
し
た
経
済

の
先
行
き
も
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
の

影
響
か
１０
月
に
入

っ
て
も
な
か
な
か
気
温
が
下

が
ら
な
い
状
況
が
続
き
、
各
地
に
お
い
て
例
年

を
大
幅
に
上
回
る
ク
マ
の
目
撃
情
報
や
被
害
が

相
次
ぐ
な
ど
、
懸
念
す
べ
き
状
況
が
数
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
．

さ
て
、
今
年
は

「丙
午

（ひ
の
え
・う
ま
）
」
、

「
丙
」
は
十
千

の
３
番
目
で
、
芽
が
成
長
し
、

葉
が
広
が
り
成
長
が
著
し

い
状
態
を
表
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
午
」
は

十
二
支
の
７
番
目
の
馬
を
表
し
て
い
ま
す
が
、

馬
は
前
向
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
成
功
、
繁
栄
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
日
本
人
に
長
く
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。

な
か
な
か
上
向
か
な
い
経
済
状
況
の
回
復
に

向

け

て

活
に
新

つヽ

こ

レ
」

結
び

勝
を
お

て
の
ご
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第 176号 生 衛 ふ く し ま 令和 8年 1月 (2)

で
と

う

よ

ろ

し

く

お
願
い
申
し
上

福
島
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
菅
　
野

県
興
行
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
阿
　
部
　
泰

福
島
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
一方
賀
沼
　
栄

　
一

福
島
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
村
　
上
　
良
　
明

福
島
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
五
十
嵐
　
康
　
之

福
島
県
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長

藤

原

榮

二

福
島
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
　
小
丼
戸
　
英
　
典

福
島
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長

藤

原

賢

一

福
島
県
食
肉
生
活
衛
生
同
業
組
合

一
　

　

　

理
事
長

秋

元

幸

一

福  福福

理
事
長

．宏

活
衛
生
同
業
湘
払‐‐

日
比
野
　
恒
．
夫
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令
和
７
年
１１
月
１０
日
、
福
島
市
の
「
コ

ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
」
に
お
い
て
福
島
県

生
活
衛
生
大
会
が
開
催
さ
れ
、
生
活
衛

生
功
労
者
や
生
活
衛
生
優
良
施
設
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
福
島
県
の
菅
野
俊
彦
保
健

福
祉
部
長
か
ら
優
良
施
設
５
施
設
に
県

知
事
賞
が
授
与
さ
れ
た
ほ
か
、
生
活
衛

生
同
業
組
合
連
絡
協
議
会
の
中
野
竹
治

会
長
か
ら
は
功
労
者
９
名
、
優
良
施
設

５
施
設
に
連
絡
協
議
会
長
表
彰
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
１９
名
を
代
表
し
て
渡
邊
辰
夫

様

（渡
辺
理
容
室

一
三
春
町
）
が
謝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

中 ⌒       厚

堀 高央
= 
稲 本若生

橋 会 し  田 間 松 労
理 全     働

幸 朋 事 国  幹 妙 武 省
司 幸 長 生  夫 子 司 健
⌒ ⌒ 表 活  ⌒ ⌒ ⌒ 康
伊 会 彰 衛  い 本 い 。
達 津  生  わ 宮 わ 生
市 若  同  き 市 き 活V松  業  市 V市 衛
市 組

V V生
V  
合  旅   局
館   長

理 理    ホ 美 理 表
容 容    テ 容 容 彰
業 業    ル 業 業

受 賞

おめでとう
ございます

（
一
社
）
全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合

中
央
会
理
事
長
感
謝
状

林
　
　
義
功

（
い
わ
き
市
）

・

福
島
県
生
活
衛
生
優
良
施
設

知
事
賞

　

‐

渡
辺
理
容
室
　
　
　
　
　
　
　
―

（三
春
町
）

株
式
会
社
東
北
た
ま
が
わ
　
　
　
（自
河
市
）・

ぎ
〓
『
ｒ
ｏ
ヨ
　
　
　
　
　
　
（会
津
美
里
町
）

富
岡
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
　
　
（富
岡
町
Ｙ

守
田
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（郡
山
市
）

長
年
に
わ
た
り
生
活
衛
生
営
業
の
振
興
と

業
界
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
生
活
衛
生
営
業
　
福
島
県
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
絡
協
議
会
長
表
彰

施
設
の
衛
生
対
策
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
　

・
生
活
衛
生
関
係
営
業
功
労
者

方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

【ク
リ
ー
ニ
ン
グ
】

矢
内
　
　
明
　
（
い
わ
き
市
）

（令
和
七
年
中
の
受
賞
、
敬
称
略
）
　

【理
　
　
容
】

児
玉
　
良
弘
　
　
（福
島
市
）

【理
　
　
容
】

田
中
　
雄

一
（会
津
坂
下
町
）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
　
生
活
衛
生
功
労
者
　
　
　
【美

容

業
】

神
保
　
順
子
（会
津
若
松
市
）

鈴
木
　
正
継

（
い
わ
き
市
）
　
　

す
し
商
　
　
【美

容

業
】

面
川
　
千
秋
　
（
い
わ
き
市
）
一

大
塚
　
利
光

（須
賀
川
市
）
　
　

す
し
商
　
　
【旅
館
ホ
テ
ル
】

高
橋
美
奈
子
　
　
（福
島
市
）

本
山
　
秀
毅

（郡
山
市
）　
　
　
　
食
肉
　
　
【旅
館
ホ
テ
ル
】

舘
山
友
美
子
　
　
（相
馬
市
）

日
比
野
恒
夫

（福
島
市
）

中
華
飲
食
業
　
　
【食
　
　
肉
】

佐
川
　
兼

一

（
い
わ
き
市
）

【社
交
飲
食
業
】

熊
谷
　
幸
子
　
（須
賀
川
市
）

・
生
活
衛
生
関
係
営
業
優
良
施
設
　
　
　
　
■

【理
　
　
容
】

清
野
理
容
　
　
　
（伊
達
市
）

【理
　
　
容
】

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
ヤ
ナ
イ
（郡
山
市
）

【理
　
　
容
】

理
容
カ
ン
ノ
　
　
（相
馬
市
）

【美

容

業
】

＋
℃

（プ
ラ
ス
ど
シ
ー
）

（福
島
市
）

【美

容

業
】

美
容
室
リ
ー
ガ
　
（郡
山
市
）

宮
田
　
　
明

（自
河
市
）

瓜
生
　
泰
弘

（喜
多
方
市
）

美
容
業

旅
館
ホ
テ
ル

理
事
長

根

本

誠
〓

活
衛
生

理
事
長
　
鈴
　
木
　
悦

同
業
組
合刀□

壼
睾

〓
董
霊
一・一̈謡

一吉

蕉
弔
コ

露

一一一〓

一一
一」〓
，
」̈主
〓
佳
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Ｌ
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一̈一一一撃
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Ｌ
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室内の空気は、暖房の排気や人の出す呼気により二酸化炭素
',震

度などが増力□します。通常は、汚れた空気を換気に

より外に排出し、外気を取り入れ快適な環境を保っています。

しかし、寒さが厳しくなり窓を開めきつていると、室内の空気は汚れ、健康被害が生じる場合もあります。

快適な空気環境を保つためにも、 1時間あたりおおむね 1回は換気をしましょう。
また、冬季は湿度が低いため、室内の湿度も低下します。

湿度が低下すると、のどの乾燥により、風邪やインフルエンザなどに罹患しやすくなりますので、力0湿器を使うこ

とが対策として有効です。

ただし、力開 器の掃除を怠ると、力開 器内で組菌やカビが繁殖し、力]湿とともに室内にまん延してしまいます。例

えば、肺炎を引き起こすレジオネラ属菌に感染してしまう場合もあります。

力□湿器は水を溜めたままにはしておかず、毎日一回は清掃しましょう。

このように、冬期間は空気環境に注意が必要ですので、適正な換気や湿度管理を心がけましょう。

L色 プ赳鬱イ職ス贔呻毒の予防を漑はじましより ,一――‐―――‐

冬季は、ノロウイルスを病因物質とする食中毒の発生件数の害」合が高まる傾向にあります。

ノロウイルスによる食中毒は、 1事件あたりの患者数が多く、大規模食中毒になりやすい特徴があることから、食
品を取り扱う施設における予防及び感染防止対策は非常に重要です。

ノロウイルスの特徴と予防のポイントを正しく理解し、発生・拡大の予防に努めましょう。

【過去3年間のノロウイルス食中毒の発生状況 (全国)】

生 衛 ふ く し ま 第 176号

【ノロウイルスの特徴】
・ 非常に強い感染力を持つており、

少量のウイルスでも感染する。
0カ□熱 (中心部85～ 90℃ で90秒

以上)で失活化する。
・ 次亜塩素酸ナ トリウムで完全に

失活化する。

発生年 事件数 患者数 1事件あたりの感染者数

令和ア年

(1/1～ 12/1)速報値
342イ牛 11,413人 33人

令和 6年 276イ牛 8,656人 31人

令和 5年 163件 5,502人 34人

【ノロウイルス食中毒予防のポイント】

HA⊂⊂Pに沿った衛生管理の徹底、必要に応じた計画の見直し、従業員等への周矢0啓発に努めましよう。特に次の

ポイントに心がけましょう。

① 調理従事者はノロウイルスに感染しないために、日ごろから手洗いを励行し、自らはもちろん、家族の健康状
態にも注意しましよう。下痢やおう吐などの胃腸炎症状がある場合には、食品を直接取り扱う作業は行わないよ

うにしましょう。

② トイレの後や食品に触れる調理前等は必ず手洗いを行いましょう(2度洗いすることで洗浄効果が高まります)。
O 調理器具などは、洗剤で十分洗浄し、熱湯や次亜塩素酸ナトリウムで消毒しましょう。
④ 力0熱して食べる食品は、中心部まで十分に力0熱しましょう。特に、カキなど汚染の疑われる食品は中心温度
85～90℃で90秒間以上の加熱を心がけましょう。

【感染拡大防止のポイント】
憲者の糞便や吐物からノロウイルスに感染することもあるため、日常の

'青

掃だけではなく、おう吐があつた際の対

処が重要です。特に次のポイントに心がけましょう。

① ドアノブや水道の蛇□など多くの人が触れる場所は、日常的に清掃 。消毒を行いましょう。
② ノロウイルスは、乾燥すると空気中を漂い、□に入つて感染することもあるため、おう吐物などを処理する際
は、使い捨てマスク・エプロン・手袋などを着用し、ペーパータオルなどで拭き取つた後に次亜塩素酸ナトリウ

ムで消毒を行いましょう。

★詳しくは、最寄りの保健福祉事務所 (保健所)にお問い合わせください。

骰薇Fなくりけ趙覺漑晰謬《八サップ)は や晰颯命
食品衛生法の改正により、原則として全ての食品事業者が日ACCPに
沿つた衛生管理に取り組むこととなりました。

県では、食中毒や異物混入などのリスクにカロえ、放射性物質の管理に対

応した独自の衛生管理モデル「ふくしまHACCP」 を立ち上げています。
「ふくしまHACCP」 を導入することで、これまで “何となく"行つてきた衛生管理を “確かな"計画に基づく衛生

管理へと改善でき、安全性だけでなく、品質の向上も期待されます。

さらに、県ではスマートフォンやタブレット、パソコンを用いて簡単に操作出来るウェブ版アプリ「ふくしま

HACCPアプリ」を提供していますので、是非ご利用ください。
また、「ふくしまHAC⊂ Pアプリ」導入施設については、ふ<しまHACCPポータルサイトで紹介しています。

魃蟷ゆコ■
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賃金引上げに関する支援情報

問い合わせ先

・業務改善助成金コールセンター

0120-366-440(平 日 9:00～ 17:00)
・都道府県労働局雇用環境・均等部 (室 )

事業場内で最も低い時間給 (事業場内最低賃金)を一定額以
上引き上げ、生産性向上に資する設備投資等 (機械設備の導入、

人材育成・教育訓練や国家資格者によるコンサルティング)を
行う中小企業・小規模事業者に、その設備投資等に要した費用

の一部を助成する制度です。一定の要件を満たすと、助成上限

額・助成対象経費の特例的な拡充が受けられます。

栃

出典 :厚生労働 省 HP掲 載 チ ラ ン 1最低 賃 金・賃 金引上 げ に向 けた中小 企業  」ヽ規 模事
業 者へ の支援 施 茉」 よ リー部抜粋  加工 して掲 載
httpS: ヽ. ・ヽヽ mhlW gOip・ StiSeiSakunitSuite・ bun■rkO● Ou_rOudOu■ OudOukilun

∠igyonushlshicniigyou‐ indcx htn]l

sw―グ鶴祗は冬〕種mを婁綺
《罐0鶴 27醸 福轟市の」R福轟駅東□広場≫

県理容生活衛生同業組合と県美容業生

活衛生同業組合、県クリーニング生活衛

生同業組合の組合員の方々にご協力いた

だき、一般消費者に「安全 。清潔・安心」
の目印である標準営業約款 (Sマーク)
制度へのご理解を求めてチラシ配布等の

～會蝙?鰺茫黎ず―轟ップ鐵爾罐朧当

クリーェング颯狡卜馨警蝙翁心鷺冬～

今年度のクリーニング師研修及びクリーニング業

務従事者講習は、令和ア年 9月 11日 困にパルセい

いざか (福島市 )、 11月 14日 0に いわき市文化セ
ンター (いわき市)において実施しました。
対象者は、主に福島市、県北、相双、いわき市保

健所管内のクリーニング師及びクリーニング業務従

事者で、合わせて153名 の方が受講されました。

来年度は、主に会津保健所、南会津保健所管内

を対象として開催を予定して

おります。直近の情報を盛り

込むなど研修・講習内容の充

実に努めて参りますので、ク

リーニング業法で義務付けら

れている3年に 1度の受講を

お願いいたします。

啓発活動を行いました。当

日は、全理連マスコツ ト
゛
チ∃キちゃん、と県クリー

ニング生活衛生同業組合の

新人
｀
クリーニング ロボ、

も登場 し啓発活動を盛 り

上げてくれました。
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事例でわかる !
DX初めの一歩 WeboSNS編

Web・ SNSを 活用した集客力向上

のポイントを、企業事例を交えて解

説する小冊子です。
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事例でわかる !
DX初めの一歩 予約・注文。決済編

景:la

集害力向上

馨日本政策金融公庫 ン趾は詳絣躾蜃仄羹瞑鱚黎蠅

騒醸蔭覇亜目
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義務難率化。顧書満足鷹爾上

趾熙
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ITシステムを活用した業務効率化と

顧客満足度向上のポイントを、企業

事例を交えて解説する小冊子です。
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